
二

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

イ

前
号
ハ

に
該
当
す
る
事
業
主

次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

一
般
職
業
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
自
ら
運
営
す
る
も
の
に
限
る
。）の
運
営
に
要
し
た
経
費
並
び
に
一

般
職
業
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。）に
係
る
入
学
料
及

び
受
講
料
の
合
計
額
（
そ
の
額
が
、当
該
一
般
職
業
訓
練
を
受
け
た
有
期
契
約
労
働
者
等
一
人
に
つ
き
、

次
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
一
の
一
般
職
業
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

か
ら

ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る
額
））

百
時
間
未
満

七
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
万
円
）

百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満

十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
万
円
）

二
百
時
間
以
上

二
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
に
対
し
て
、
一
般
職
業
訓
練
を
受
け
る
期
間
中
に
支
払
つ
た
賃

金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
労
働
時
間
数
に
四
百
七
十
五
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主

に
あ
つ
て
は
、
六
百
円
）（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
百
六
十
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十
円
））を
乗
じ
て
得
た
額

ロ

前
号
ハ

に
該
当
す
る
事
業
主

一
般
職
業
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
自
ら
運
営
す
る
も
の
に
限
る
。）の

運
営
に
要
し
た
経
費
並
び
に
一
般
職
業
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
も
の

に
限
る
。）に
係
る
入
学
料
及
び
受
講
料
の
合
計
額
（
そ
の
額
が
、
当
該
一
般
職
業
訓
練
を
受
け
た
有
期
契

約
労
働
者
等
一
人
に
つ
き
、
次
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
一
の
一
般
職
業
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分

に
応
じ
、
当
該

か
ら

ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る
額
）

百
時
間
未
満

七
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
万
円
）

百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満

十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
万
円
）

二
百
時
間
以
上

二
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

ハ

前
号
ハ

に
該
当
す
る
事
業
主

次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

一
般
職
業
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
自
ら
運
営
す
る
も
の
に
限
る
。）の
運
営
に
要
し
た
経
費
並
び
に
一

般
職
業
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。）に
係
る
入
学
料
及

び
受
講
料
の
合
計
額
（
そ
の
額
が
、当
該
一
般
職
業
訓
練
を
受
け
た
有
期
契
約
労
働
者
等
一
人
に
つ
き
、

次
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
一
の
一
般
職
業
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

か
ら

ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る
額
）

百
時
間
未
満

十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
五
万
円
）

百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満

二
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

二
百
時
間
以
上

三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万
円
）

そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
に
対
し
て
、
一
般
職
業
訓
練
を
受
け
る
期
間
中
に
支
払
つ
た
賃

金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
労
働
時
間
数
に
四
百
七
十
五
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主

に
あ
つ
て
は
、
六
百
円
）（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
百
六
十
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十
円
））を
乗
じ
て
得
た
額

ニ

前
号
ハ

に
該
当
す
る
事
業
主

次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

有
期
実
習
型
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
自
ら
運
営
す
る
座
学
等
に
限
る
。）の
運
営
に
要
し
た
経
費
並
び

に
有
期
実
習
型
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。）に
係
る

入
学
料
及
び
受
講
料
の
合
計
額
（
そ
の
額
が
、
当
該
有
期
実
習
型
訓
練
を
受
け
た
有
期
契
約
労
働
者
等

一
人
に
つ
き
、次
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
一
の
有
期
実
習
型
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、

当
該

か
ら

ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る
額
））

平成年月日 土曜日 (号外特第号)官 報


		2018-03-31T17:01:17+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




